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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年6月23日(2016.6.23)

【公表番号】特表2015-512399(P2015-512399A)
【公表日】平成27年4月27日(2015.4.27)
【年通号数】公開・登録公報2015-028
【出願番号】特願2015-503294(P2015-503294)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 495/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4365   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/444    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  495/04     １０５Ａ
   Ｃ０７Ｄ  495/04     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/4365   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/444    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月25日(2016.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式
【化１】

式中
Ｒ１およびＲ２は、独立して水素、ハロゲン、（Ｃ１～Ｃ４）ヒドロカルビル、（Ｃ１～
Ｃ４）アルコキシ、トリフルオロメチル、トリフルオロメトキシ、シアノおよびニトロか
らなる群から選択され、
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Ｒ３は、（Ｃ１～Ｃ１０）ヒドロカルビル、（Ｃ１～Ｃ６）オキサアルキルおよびヘテロ
シクリルアルキルからなる群から選択され、
Ｒ４は、水素、メチル、ハロメチル、ジハロメチル、およびトリハロメチルからなる群か
ら選択され、および
Ａは、フェニルまたは５員もしくは６員の芳香族複素環である、
で表される化合物またはその薬学的に許容可能な塩を含む、Ｓｈｈ誘導性がんの処置のた
めの医薬組成物。
【請求項２】
　がんが、膵臓癌、胃癌、大腸癌、前立腺癌、骨肉腫、小細胞肺癌、髄芽腫、基底細胞癌
、肝臓、膵臓および泌尿器腫瘍からなる群から選択される、請求項１に記載の医薬組成物
。
【請求項３】
　Ａが、ピロリジン、フラン、チオフェンおよびピリジンからなる群から選択される、請
求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　Ｒ１が水素であり、およびＲ２が水素またはメチルである、請求項３に記載の医薬組成
物。
【請求項５】
　Ａがピリジンである、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　Ａがフェニルである、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　Ｒ１がフェニルのチエノ［３，２－ｃ］ピリジンへの結合点に対してオルト位であり、
およびＲ２がフェニルのチエノ［３，２－ｃ］ピリジンへの結合点に対してパラ位である
、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　Ｒ１が水素またはメチルであり、およびＲ２が水素、メチル、メトキシ、クロロおよび
フルオロからなる群から選択される、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　Ｒ１およびＲ２が同じであり、かつ水素およびハロゲンからなる群から選択される、請
求項７に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　Ｒ３が（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）オキサアルキルおよびヘテロシクリ
ルアルキルからなる群から選択される、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　Ｒ３が（Ｃ３～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロア
ルキル、（Ｃ１～Ｃ６）オキサアルキル、フラニル（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、チエニル（
Ｃ１～Ｃ４）アルキル、ピロリル（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、ピロリジニル（Ｃ１～Ｃ４）
アルキルおよびテトラヒドロフラニル（Ｃ１～Ｃ４）アルキルからなる群から選択される
、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　Ｒ３が、メトキシエチル、メトキシプロピル、エトキシプロピル、イソプロピル、シク
ロプロピル、アリルおよびフラニルメチルからなる群から選択される、請求項１１に記載
の医薬組成物。
【請求項１３】
　Ｒ３が（Ｃ３～Ｃ６）アルキルである、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　Ｒ４が水素である、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　Ｒ１が、フェニルのチエノ［３，２－ｃ］ピリジンへの結合点に対してメタ位である、
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請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　Ｒ１がメチルであり、およびＲ２が水素である、請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　Ｒ１が水素であり、およびＲ２が水素である、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　化合物が、
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【化２】
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【化３】

からなる群から選択される、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　式
【化４】

式中
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Ｒ１およびＲ２は、独立して水素、ハロゲン、（Ｃ１～Ｃ４）ヒドロカルビル、（Ｃ１～
Ｃ４）アルコキシ、トリフルオロメチル、トリフルオロメトキシ、シアノおよびニトロか
らなる群から選択され、
Ｒ３は、（Ｃ１～Ｃ１０）ヒドロカルビル、（Ｃ１～Ｃ６）オキサアルキルおよびヘテロ
シクリルアルキルからなる群から選択され、
Ｒ４は、水素、メチル、ハロメチル、ジハロメチル、およびトリハロメチルからなる群か
ら選択され、および
Ａは、５員もしくは６員の芳香族複素環である、
で表される化合物またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２０】
　Ａが、ピロリジン、フラン、チオフェンおよびピリジンからなる群から選択される、請
求項１９に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２１】
　Ｒ１が水素であり、およびＲ２が水素またはメチルである、請求項１９に記載の化合物
またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２２】
　Ａがピリジンである、請求項２１に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２３】
　Ｒ３が（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルである、請求項１９に記載の化合物またはその薬学的
に許容可能な塩。
【請求項２４】
　Ｒ３が（Ｃ３～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ６）シクロア
ルキル、（Ｃ１～Ｃ６）オキサアルキル、フラニル（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、チエニル（
Ｃ１～Ｃ４）アルキル、ピロリル（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、ピロリジニル（Ｃ１～Ｃ４）
アルキルおよびテトラヒドロフラニル（Ｃ１～Ｃ４）アルキルからなる群から選択される
、請求項１９に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２５】
　Ｒ３が、メトキシエチル、メトキシプロピル、エトキシプロピル、イソプロピル、シク
ロプロピル、アリルおよびフラニルメチルからなる群から選択される、請求項２４に記載
の化合物またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２６】
　Ｒ３が（Ｃ３～Ｃ６）アルキルである、請求項２４に記載の化合物またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項２７】
　Ｒ４が水素である、請求項１９に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２８】
　式
【化５】

で表される、請求項１９に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２９】
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　式
【化６】

で表される化合物またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項３０】
　請求項１９～２９のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩と、
薬学的に許容可能な担体とを含む、医薬組成物。
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